
視覚障害者の食生活自立体験コンクールのご案内 

 

1．目的 

公益財団法人すこやか食生活協会の創立 30周年記念行事として、食生活自立

体験コンクールを開催いたします。 

視覚障害者が健常者と同様にすこやかな食生活を享受し、自立と社会参加を

果たしている個人の実践体験又はその支援活動を行っている個人若しくはグル

ープの実践体験を募集し、優れた事例を発掘・表彰することにより、視覚障害

者の食生活を通じた自立と社会参加の達成に関して、広く社会の理解と協力を

得ることを目的とします。 

 

２．作品提出要項 

（１）応募資格 

視覚障害者ご本人又は支援活動を行っている個人若しくはグループ 

（２）募集作品内容 

視覚障害者が健康で豊かな食生活を享受し、自立と社会参加を果たしてい

る実践体験、あるいは、そのような方々に支援活動を行っている個人又はグ

ループの実践体験です。 

日頃楽しく調理している工夫、栄養バランスを考えて食事している様子、

いろいろな人と共に食事を楽しむ機会への参加、様々な食べ物や器具などの

情報の入手の工夫、パソコンを使った情報の利用、食材などの買物をどうし

ているかなど、様々な実践体験や活動の報告を募集します。 

（３）応募方法 

墨字、点字、音声のいずれかで作成してください。 

墨字の場合 2000字、点字の場合 3500マス、音声の場合 7分を目安として

(題名等を除き本文のみで墨字 1600字から 2400字、点字 2800マスから 4200

マス、音声 6分から 8分程度を想定しています)テープ又は CDに録音し、郵

送してください。墨字の場合は、電子メールでも結構です。その場合には件

名を「コンクール応募」としてください。作品には題名をつけるとともに、

住所、氏名、グループ応募であればグループ名、年齢、性別、障害の等級、

電話番号などの連絡先を、作品に添えてお送りください。 

応募は未発表の作品で一人 1点に限ります。応募作品は、お返ししません、

なお、当協会から作品内容についてお問い合わせすることがあります。 

 

３．応募締切 

平成 26年年 5月 30日必着 



４．作品提出先 

公益財団法人すこやか食生活協会 

郵便番号 103－0023東京都中央区日本橋本町 2‐6－13 山三ビル 

電話番号 03－5641－5311、Eメール info@sukoyakanet.or.jp 

 

５．選考委員 

柴田 博  人間総合科学大学保健医療学部長・大学院教授 

大塚 信一 社会福祉法人日本点字図書館理事 

坂東 玲子 読売新聞社編集局生活部記者 

松井 純子 社会福祉法人日本盲人職能開発センター評議員 

森川 美和 公益財団法人共用品推進機構調査研究課課長 

農林水産省消費・安全局消費者情報官 

公益財団法人すこやか食生活協会理事長 

 

６．審査 

応募作品を墨字に変換し、審査対象作品を選考委員会において審査します。 

 

７．表彰 

最も優秀な作品 1点に農林水産大臣賞と副賞 5万円 

特に優秀な作品 1点に農林水産省消費・安全局長賞と副賞 2万円 

優秀な作品 3点に公益財団法人すこやか食生活協会理事長賞と副賞 1万円 

なお、応募され審査対象となった応募者には、協賛企業・団体提供の参加

賞をお送りします。 

 

８．発表 

当協会のホームページ及び当協会発行の視覚障害者向け情報誌月刊「声の

食生活情報」平成 26 年 9 月号で発表し、優秀作品は、「声の食生活情報」で

紹介します。 

優秀作に選ばれた人又はグループの代表者は、今年 10 月 10 日に東京で開

催する 30周年記念式典にご招待し、表彰することとしています。 

 

９．主催 

公益財団法人すこやか食生活協会 

 

10．後援 

農林水産省 

mailto:info@sukoyakanet.or.jp


11．協賛 

一般財団法人日本フードサービス協会 

株式会社ニチレイフーズ 

株式会社日清製粉グループ本社 

全国農業協同組合中央会 

日清オイリオグループ株式会社 

明治ホールディングス株式会社 

山崎製パン株式会社 

 

12．個人情報の管理 

発表に際しては、氏名、年齢、在住市町村などを公表しますので、あらか

じめご了承ください。また、個人情報については、選考・発表に関わる事項

以外には使用しません。 

 


